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このたび、弊社会長日野一壽・淑子夫妻より、福岡市へ救急車1台を寄贈させていただきました。2026年7月26
日、贈呈式が執り行われ、福岡市消防局長より感謝状を頂戴しました。

【寄贈にあたって】
この寄贈の背景には、私どもの家族の経験があります。
数年前、会長夫妻の長男（現社長の兄）がくも膜下出血で倒れました。救急隊員の皆さまは一刻を争うなかで
到着し、搬送の間も懸命に処置を続けてくださいました。残念ながら兄を救うことはできませんでしたが、あの
とき最善を尽くしてくださった救急隊員の方々の姿は、今も家族の心に深く残っています。

【福岡市の救急を取り巻く状況】
福岡市消防局の統計によれば、令和6年中の救急出動件数は100,181件、搬送人員は87,291人と、いずれも過
去最多を記録しました。1日あたりの出動は273.7件、およそ5分15秒に1件のペースで救急車が出動している計
算になります。人口の増加と高齢化を背景に、救急需要は年々厳しさを増しています。限られた台数の救急車
を、本当に必要としている方のもとへ届けるために、今回の1台がその一助となれば幸いです。

【救急隊員の方からのお願い】
贈呈の折、救急隊員の方から市民の皆さまへのお願いを伺いました。

   119番通報の際は、何よりもまず「住所」をお伝えください。
急病やけがの現場では、誰しも動転してしまうものです。しかし、住所が分からなければ救急車は現場にたど
り着けません。携帯電話のGPS機能にも限界があります。1秒でも早く皆さまのもとへたどり着くためにも、何
よりも先にまず住所を伝えてください。住所が分からない場合は、近くの大きな建物や交差点など、目印になる
ものを伝えるだけでも助けになります。
末筆ながら、日々市民の安全を守ってくださっている福岡市消防局ならびに救急隊員の皆さまに、心より敬意
と感謝を申し上げます。
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